


華の平成名歌200　第　：大阪夜霧　加納　ひろし

　関東のメディアでは、たまに見かける程度だが、名古屋以西がメインの歌手なのだろうか。ド

演歌は不向きだが、歌謡曲やムード歌謡、洋物などを、かなり幅広くこなせる力はある。今年

になって、いい曲が出たようだ。関西が舞台の、定番の演歌だが、柔らかな曲調で、特に違和感

はない。なくした恋を、夜霧の夜景に語り掛けるような内容で、その日常的なリアリティーが、

かえって胸に響くのだ。

＊１９６６年の、大月みやこの同名曲は異曲です。

　「大阪夜霧」（野々真結　詞・曲　２０１０）

　雨の残した　水たまり　うるむネオンの灯りが----弱い女の　せつない胸を　抱いてください　
大阪夜霧

（収集プロフィール）

加納 ひろし（かのう ひろし、１９５X〜　）は、広島県広島市出身の歌手。旧芸名は事崎正司・
嘉納ひろし。

高校時代、ハイジャンプの選手として活躍（イ位ティーンターハイ8位）。 スポーツ特待生として
大学推薦入学の誘いも全て断り、秘めていた歌の道に進むことを決意。最初は反対していた両

親も、その熱意に負け一年という約束で上京。 会社勤めをしながら、米山正夫の歌謡学院に入門
する。 1978年｢燃える赤ヘル僕らのカープ｣でソロデビュー。1988年作詞家荒木とよひさの元へ弟
子入りする。

 主な曲
｢銀座｣       1991/6 詞：荒木とよひさ 曲：木村好夫
｢エル・クンパンチェロ｣(2006　加納ひろし＆小田純平) 詞：志賀大介　曲：小田純平
 
 



華の平成名歌２００　第　：愛は嫉妬（ジェラシー）　美川　憲一　

　この２０年、いまいちの唄が続いていた美川だが、ようやく久々に、いい曲と巡りあえたよ

うだ。この曲は、途中で夜叉が出てきたり、怖い女の情念をモチーフにしている所は、かつての

大ヒット曲「さそり座の女」に通じる。もちろんこの曲には、平成以降の現代の息吹が、さりげ

なく取り入れられているし、恨みの表現も深まっている。物語の流れやストーリーにも、あまり

無理がない。メロディーにも洋楽風のストリングスが、部分的に取り入れられ、全体的に美しく

明るさがある。

　（詞・たかたかし  曲・中川博之）
  あんな女の どこがいいのよ 若けりゃいいのね　そうなのあなた---一生不幸でいてほしい　わたし
を傷つけた　罰を罰をうけるのよ　愛は嫉妬(ジェラシー）過去も未来も　炎に閉じ込め夜叉が夜
叉が爪をとぐ　おんなをだましてもてあそぶ　あなたは----（収集プロフィール）
美川 憲一（みかわ けんいち、1946年5月- ）は長野県諏訪市出身の男性タレント・歌手。
1965年、「だけどだけどだけど」で歌手デビュー（当時は男装・中性的キャラクターであった）
。

1966年、北海道出身で、柳ヶ瀬で流しをしていた宇佐英雄が作詞作曲した「柳ヶ瀬ブルース」
が120万枚を売り上げるヒット（原曲は2年前に宇佐によって作られた長岡ブルース）。
1968年、「釧路の夜」がヒットし紅白歌合戦に初出場。その後も「おんなの朝」「さそり座の女
」などのヒット曲を出し7年連続で紅白歌合戦に出演していたが、突然落選してしまい、これを皮
切りに70年代半ばより低迷。ドサ周り（地方営業）による生計を余儀なくされる。
1985年に大麻取締法違反で逮捕。判決は懲役1年6ヶ月、執行猶予3年だった。
大麻事件以降、美川はしばらくテレビ画面から姿を消すこととなる。芸名の表記も「美川けん一

」に変えるが、状況が好転することはなかった。

 再起 
1980年代後半、ものまねブームのさなか、ものまねタレントの第一人者であるコロッケによる美
川のマネがうけ、便乗する形で美川本人もオネエ口調で話すようになり人気が奇跡的に復活し

た（このとき芸名を元の「美川憲一」に戻す）。紅白歌合戦にも17年ぶりに出場し、コロッケと
のデュエットで「さそり座の女」を披露した。

それ以降、ヒット曲こそないが、「芸能界のご意見番」などとしてワイドショーやバラエティ番

組にしばしば登場し、タレントとしての地位を確保。彼の毒舌やトーク聞きたさにコンサート

やディナーショーにも、中高年女性を中心とした集客が見込めるタレントとなった。コロッケと

は大変仲が良く、全国でジョイントコンサートを開催したこともある。美川本人も、どん底から

自分を復活させてくれたコロッケには、感謝していると発言している。ものまね番組に真似され

た本人が出演したのは美川が初めてだった。

再ブレイク以降は活動のメインをバラエティ番組にシフト。「オネエキャラ・セレブキャラ」と

して活躍。ちあきなおみと共演した金鳥のCMでの「もっと端っこ歩きなさいよ」や、美川がバラ
エティ番組でたびたび発する「おだまり」が流行語になる。また1991年以降は毎年NHK紅白歌合



戦で、小林幸子との派手な衣装対決で毎年話題と瞬間視聴率を集めている。

交友関係は、神田うの、真琴つばさ、うつみ宮土理、研ナオコなど、女性タレント・女優が多い

。デヴィ・スカルノとは『愛する二人別れる二人』の本番中に喧嘩となり、絶交（敵対関係）し

ていたが、2000年2月1日放送の『火・曜・特・番!! 美川憲一とデヴィ夫人のケンカはダメよ』
や2005年7月13日放送の『愛のエプロン』で共演をし、一緒に毛皮のファッションショーを見物し
たり、その後の囲み会見も行っている。またデヴィ夫人は、美川の借金が原因で起こった裁判の

口頭弁論に出席できなかった美川の代わりに証言台に立ったこともある（この裁判はデヴィ夫人

の口頭弁論で和解が決定した）。

少年時代は自分のことを「ボクちゃん」といい、ガキ大将のような存在だった、とテレビ番組

で語っている。 
「ライオンのごきげんよう」第1回放送のゲストの1人。 
1998年、柳ヶ瀬商店街振興組合連合会の名誉理事長に就任。  
2006年11月に長崎市の観光名誉大使に選出され、シングル『長崎みれん』を発売。2007年2月の
長崎ランタンフェスティバルでは皇帝パレードに皇帝役で参加した。ちなみに、この年のランタ

ンフェスティバルは美川が出演したこともあって、期間中に過去最高の92万人が来場した。 
 主なヒット曲 
柳ヶ瀬ブルース（1966年） 
新潟ブルース（1967年） 
釧路の夜（1968年） 
女とバラ（1969年） 
おんなの朝（1970年） 
お金をちょうだい（1971年） 
さそり座の女（1972年） 
てんで話にならないわ（1989年） 
駄目な時ゃダメよ（1991年） 
おだまり（1994年） 
北国夜曲（1996年） 
慕情（1997年） 
東京ホテル（2000年） 
湯沢の女（2002年） 
納沙布みれん（2004年） 
古都情念（2007年） 
淡雪のひと（2008年） 
＊セックス・ボーダーレスな風貌、やさぐれ風情のハスキー・ヴォイス、歯に衣着せない辛辣な

発言、常軌を逸したド派手な衣装等、で人気のベテラン歌手。「柳ヶ瀬ブルース」「さそり座

の女」という2大ヒット曲で、歌手生活を30年以上に渡りサヴァイヴしている。また最近では、
TVヴァラエティ番組のコメンテイターとしてもお馴染みであろう。 



＊妖しい魅力の歌声を堪能できる、内容充実の2枚組アルバムだ。男性でありながら女心を情感た
っぷりに歌い上げ、歌手としての実力を十分にアピールしている。

＊北の最果てを舞台に、儚く散った恋、別れた人への尽きぬ愛を歌った、メジャー演歌歌謡路線

のナンバー。哀愁の歌声が胸に染みる。

＊フレーズの一つひとつを語りかけるような唄い方も、そのファッションも、考えてみればシャ

ンソン系なのだと再確認。説得力のある唄い方に、この人のシンガーとしての実力を思い知らさ

れる。

＊歌謡曲路線のシングル。積丹半島、神威岬に伝わる、義経にまつわる悲しい恋の伝説をモチー

フに、神々しいまでの荘厳な輝きを持った作品に仕上がっている。

＊2006年の美川憲一の勝負曲「赤い鴎」は、誰にでも口ずさめる、カラオケの定番になり得る
作品。どこか懐かしい異国情緒とビート感、歌いやすいテンポが、新しい美川憲一の魅力を醸し

出す。

＊北国から南蛮情緒豊かな長崎に舞台を移し、失くした恋の切なさを情感豊かに歌いあげている

。

＊ある種、恐ろしいまでの「女の情念」の世界を、破綻と破滅の一歩手前で見事なうたへと昇華

させた一枚。ドラッグ・スター的なイメージの先行する美川憲一だが、際だった歌い手として、

ある日本の伝統的心象風景ともいえる情歌16曲を歌いあげるのは見事だ。
＊踏みしめ歩くようなスローなナンバーで、じっくりと別れと旅、そして酒を歌う。まさに風情

は淡雪。モノ哀しくもはかなく消えてしまう人と思い出を見事表現している。

＊デビュー45周年記念シングルは、節目にふさわしい煌びやかなサウンドを展開。ともにヒット
曲を生んできた中川博之とのタッグにより、ルーツとも言える「女の悲しい性(さが)」を描いて
いる。

＊節目ごとにライフワークでもあるシャンソン・アルバムをリリースしてきた美川憲一の、45周
年を記念して制作されたアルバム。より甘美で退廃的な、完成度の高い作品に仕上がっている。



華の平成名歌２００　第　：また君に恋してる　坂本 冬美

　香西かおりと並んで、石川さゆりの次に位置する歌手である。そして、すでに７曲の名曲と１

０曲前後の佳曲をもつ、大歌手でもある。股旅からポップスまで、器用に幅広く、自在なテイス

トで唄いこなす。そこが、坂本の凄みであろう。いわゆる演歌５人娘のなかで、総合力で文句な

くトップであり、リーダーである。唄だけに絞ると、香西が肉薄しているが、スケールの雄大さ

、自在さ、取り組みの幅の広さなどでは圧倒している。私は声質と唄の深さ（坂本よりも、適応

範囲はぐんと狭いが）では、香西を買うが、坂本のそのオールマイティな、大きな存在感には所

詮敵わない。

　この曲は、ビリーバンバンの曲だが、フォークに演歌の隠し味を含ませて、高品質なクオリテ

ィに到達する実力は、すごいものがある。一流の演歌系歌手で、デジタル（配信など）対応に成

功できた、はじめての例であろう。

　朝露が招く　光を浴びて　はじめてのように　ふれる頬　てのひらに伝う　君の寝息に　過ぎ

てきた----　　
（収集プロフィール）

坂本 冬美（さかもと ふゆみ、1967〜　 ）は、和歌山県西牟婁郡（にしむろぐん）上富田町出身
の歌手。1985年 和歌山県立熊野高校卒。
＊細野晴臣、忌野らとの異色ユニット「HIS」に参加、またポップスにも挑戦、演歌の枠にとどま
らない活動を展開。森進一、マルシアなどを輩出した、猪俣公章一派出身である彼女は、87年、
デビュー・シングル「あばれ太鼓」がすかさずヒットを記録、幸運なスタートを。自立した女性

の生き様を描いた歌を得意とし、強さと妖しさの両方を併せもった歌唱で多くのファンを獲得。

そして94年には斬新なバック・トラックを導入したプログレッシヴ演歌「夜桜お七」がヒット。
現在もテレビ／舞台に大活躍。21世紀の演歌界を引っ張るニュー・リーダーとして大いに期待さ
れている。

　主な曲（Aは名曲・他は佳曲）詞　　　　　　曲
Aあばれ太鼓　　１９８７・３　たかたかし 　猪俣公章 
A祝い酒　　　　１９８８　　　同上
A男の情話　　　１９８９　　　松井由利夫　猪俣公章
能登はいらんかいね　１９９０　岸本克己 　猪俣公章 
火の国の女 　　　１９９１　　　たかたかし 猪俣公章 
A男惚れ 　　　　１９９２　 　　星野哲郎 　猪俣公章 
A夜桜お七 　　　１９９４ 　　　林あまり 　三木たかし 
蛍の提灯　　　　１９９５　　　阿久悠 　　　宇崎竜童 
A大志（こころざし）１９９７　　たかたかし 　市川昭介 
A風に立つ 　　　　1999　　　　たかたかし 　弦哲也 
凛として 　　　　2001　　　　たかたかし 　徳久広司 
播磨の渡り鳥 　　2004　 　　松井由利夫 　　水森英夫 



また君に恋してる　 2009　 　松井五郎　森正明
＊細野晴臣、忌野清志郎らとの異色・歌謡ユニット、「HIS」に参加、またポップス路線にも果敢
に挑戦するなど、演歌の枠にとどまらない活動を展開する坂本冬美。森進一、マルシアなどを輩

出した、猪俣公章の、内弟子出身である彼女は、87年、デビュー・シングル「あばれ太鼓」がす
かさずヒットを記録、幸運なスタートを切った。

自立した女性の生き様を描いた歌を得意とし、強さと妖しさの両方を併せもった歌唱で多くのフ

ァンを獲得。そして94年には斬新なバック・トラックを導入したプログレッシヴ演歌「夜桜お七
」がヒットした。また、アルバムでは世良公則の「銃爪 ひきがね」をカヴァーするなど意外な選
曲眼を見せている。

現在もテレビ/舞台/芝居に大活躍。21世紀の演歌界を引っ張るニュー・リーダーとして大いに期待
されている。 
＊北海道から沖縄まで日本各地のいわゆる「ご当地ソング」ばかりを歌った企画。詩情あふれる

曲揃いで、壮麗なオーケストラ・アレンジをバックに、坂本冬美お得意のコブシを利かせた歌唱

で歌い上げている。

久しぶりとなる彼女らしい人生応援歌的シングル。前々作の「気まぐれ道中」から2曲明るいナ
ンバーが続いたためか、本領発揮といった印象を受ける。希望を持ち続ける大切さを歌った現代

人向けポジティブ・ナンバー。

日本の伝統的な「和」を基調に、浪曲で鍛えた喉と感性を生かしたオリジナル・アルバム。自身

初なる美空ひばりのカヴァーをはじめ、股旅、浪曲、小唄、民謡などを披露。彼女独特の「わび

・さび」が最大限に発揮されている。

復帰前の「人生応援歌、男歌、情念演歌」というテーマから一転、浪曲や小和などの和的世界を

展開している坂本冬美。氷川きよしがブレイクさせた股旅演歌を、女だてらに強く、妖艶に歌い

あげている。

＊超王道演歌界の歌姫。20〜30代の女性演歌歌手の中では向かうところ敵ナシかも。さすがに、
艶のある伸びやかな透明ヴォイスとコロコロとまわるこぶしが実に見事。だからこそ、ポップ・

ユニット、HYSの時が素敵だった。
いずれも大きな夢と誇りを胸に、不器用にしか生きられない男の生きざまや美学を歌いあげて

いる。男の心意気や意地、優しさや潔さがやけに新鮮に聴こえるのは、現実にこうした男が少な

くなってきたからだろう。

袋小路に入っている演歌ジャンルにあって、冬美は演歌を成立させている予定調和の世界からの

脱出を目論んでいるようだ。70年代の阿久悠作品をピックアップし、ここで冬美は持ち歌の幅を
広げていき、時代から切り離しても説得力のある歌にしている。

反・現代感覚の村田英雄の女性版・坂本冬美は「あばれ太鼓」のヒットで、さらに反・現代性が

過激さを増し「無法一代入り」ヴァージョンの「あばれ太鼓」へと展開していき、男じゃサマに

ならない男演歌の様式美を女性版へと反転させてしまったのだ。

 概要
NHKの『勝ち抜き歌謡天国』（和歌山大会）で名人となり、審査員だった猪俣公章の内弟子と



なる。1987年に「あばれ太鼓」でデビュー。初期は同曲の他、「祝い酒」「男の情話」「男惚れ
」など男歌が中心だった。 
1991年に細野晴臣、忌野清志郎とHISを結成。アルバム『日本の人』発売。忌野とはそれ以前に
もRCサクセションのアルバム『COVERS』に参加するなど、接点があった。2005年に発売さ
れた、NHKラジオ第1『旅するラジオ こんにちは!80ちゃんです』テーマ曲「Oh, My Love」も当
初HISのユニットで発売予定だったが、坂本冬美個人名での発売となった。 
2002年3月に持病の膵臓炎の治療専念など諸事情により、歌手活動を含めた一切の芸能活動を休止
する。丁度1年後の2003年4月、芸能活動の再開を宣言、同年紅白歌合戦にも返り咲きを決めた。 
2006年第3回ザ・ビューティー・ウィーク・アワード「着物、アップ髪が最も似合う人」受賞。 
 主なヒット曲
あばれ太鼓（作詞: たかたかし、作曲: 猪俣公章） 
祝い酒（作詞: たかたかし、作曲: 猪俣公章） 
男の情話（作詞: 松井由利夫、作曲: 猪俣公章） 
能登はいらんかいね（作詞: 岸本克巳、作曲: 猪俣公章） 
火の国の女（作詞: たかたかし、作曲: 猪俣公章） 
男惚れ（作詞: 星野哲郎、作曲: 猪俣公章） 
夜桜お七（作詞: 林あまり、作曲: 三木たかし） 
大志〔こころざし〕（作詞: たかたかし、作曲: 市川昭介） 
ふたり咲き（作詞: 麻こよみ、作曲: 岡千秋） 
風に立つ（作詞: たかたかし、作曲: 弦哲也） 
凛として（作詞: たかたかし、作曲: 徳久広司） 
気まぐれ道中（作詞: たかたかし、作曲: 岡千秋） 
播磨の渡り鳥（作詞: 松井由利夫、作曲: 水森英夫） 
ふたりの大漁節（作詞: やしろよう、作曲: 花笠薫） 
Oh, My Love〜ラジオから愛のうた〜（作詞: 忌野清志郎、作曲: 細野晴臣） 
雪国〜駒子 その愛〜（作詞: たかたかし 作曲: 弦哲也） 



華の平成名歌２００　第　　：泣いたらいいさ　山本譲二

　昭和中期以降の日本のマス・メディアは、伝統的な日本の理想の男のタイプを、崩すことに躍

起になっていた感じがある。豪快なイメージの芸能人やスポーツ選手が、実は甘いお菓子が大好

きだったり、お酒に弱かったり、とんでもないお間抜けだったり。いわゆるアニキ・タイプ、親

分タイプの人の、裏の顔を晒して、イメージを崩そうというような。あるいは、品のよいエリー

トや謹厳実直タイプが、実はドケチだったりド助平だったり、お間抜けだったり。

　事実はいずれ現れるので、批判している訳ではないが、それによって日本の男の価値がぐんと

さがったのも事実であろう。この曲は、それがまだ始まる前の、いい男、イカス男のイメージ

に沿って、すべてが作られている。裕次郎や小林旭を一般化したような男と、トラウマを抱えた

女の物語である。１９７０年代前後の、歌謡曲が輝いていたときのテイストを、詞とメロディー

にたっぷり取り入れて、ムードたっぷり、ロマンたっぷりの、大人の唄に仕上げている。山本の

歌唱の、深い奥行きと、セクシーさを感じさせる、低音部も最高。

　この１０年、中ヒットながら佳曲・名曲の続いている山本譲二。唄も、深みを増している。こ

れらは、もっと年を取ってから、歌手としての素晴らしい財産となるだろう。

　すこし痩せたのか　雨のせいなのか　濡れた肩先　小さくなった　おそい出逢いの恋だから　

がまんするなよ----
（収集プロフィール）

山本 譲二（やまもと じょうじ、1950〜　）は、山口県下関市出身の歌手、俳優。「琴五郎」名
義で、楽曲の作詞・作曲も行う。

 来歴 
 甲子園に出場 
早鞆高校時代の1967年、夏の甲子園出場。松商学園（長野）に敗れるも、代打出場ながらヒッ
ト（内野安打）を打つ。

 不遇の下積み時代 
演歌歌手になりたくて上京。多くの職を転々とする。クラブのボーイ時代、お客の飲み残しのビ

ールを飲み干す。中にはタバコの吸い殻がたくさん入っていた。肝臓を壊しやむなく帰郷、ひっ

そりと療養生活を送る。母親の叱咤で強い決意を持ち22歳で再び上京。再び職を変えながらスナ
ックでギターを手に2年間弾き語りを続ける。たまたま店に来た浜圭介に誘われ芸能界入りした。
1974年、映画「ダーティハリー」にかけて、「伊達春樹」という芸名で「夜霧のあなた」で
デビューしたが、パッとせず、崖っぷちに立たされた。

 北島三郎との出会い 
最後の決意で北島三郎の仕事場に何度も足を運び頭を下げ、十数回繰り返したときに北島から

突然、鞄(かばん)を渡された。即ち「鞄持ちになれ」という意味であり、以降2年間北島の付き人
を務める。25歳だった。これを契機に1976年、読売テレビ制作の歌謡オーディション番組「全日
本歌謡選手権」（当時は浜村淳が司会）に出場、「おもいで岬」や「中の島ブルース」などを歌

って見事10週勝ち抜いた。本名でもある「山本譲二」名義でポニーキャニオンから再デビュー。



またも鳴かず飛ばずが続く。

 移籍 
平成に入ると演歌が急速に衰退、1999年には所属していたポニーキャニオンが演歌・歌謡曲部門
の廃止を決定。このためテイチクへ移籍、2000年には移籍第1弾シングル「花も嵐も」を発売する
。

 事務所から独立 
2007年から独立して個人事務所を立ち上げた。暖簾分けという形であり、今も北島音楽事務所と
は業務提携という形で、つながりを持つ。

 病気告白 
2009年7月、右耳内部に良性腫瘍ができていることが明らかになったものの、除去手術を行った場
合顔面麻痺が残る可能性があることから、手術するかどうか迷う胸中をブログに綴った。

 主な曲 
1.夜霧のあなた ※伊達春樹名義 1974年7月発売 
2.帰っておいで ※伊達春樹名義 1975 
3.そばにおいでよ ※山本譲二で再デビュー 1976年7月 
4.北ものがたり 1978 
5.眉子/男の影法師 1979 
6.みちのくひとり旅 1980年8月 
7.旅の終りはお前　　1982
15.奥州路　　　　　 1984
16.北情歌　　　　　 1985 
17.男詩　　　　　　 1985 
20.夜叉のように　　 1987
24.時は流れても　　 1990
27.奥入瀬　　　　　 1992 
31.関門海峡　　　　　　　　 1994 
32.棒の哀しみ（映画「棒の哀しみ」主題歌/黄昏にふたり【叶和貴子とデュエット】1994
42.俺がいるじゃないか　　　 1998 
45.花も嵐も　　　　　　　　 2000 
46.おまえにありがとう　　　 2001 
47.しあわせの青い鳥　　　　 2001
48.都会の子守歌　　　　　　 2002
49.おまえと生きる　　　　　 2002 
55.名もない花に乾杯を　　　 2005 
57.新宿の月　　　　　　　　　　 2006 
62.泣いたらいいさ（作詞：城岡れい、作曲：弦哲也） 2008 
63.俺たちの春　　　　　　　　　　　 2009 



64.千里の道も　　　　　　　　　　　 2009 
＊元高校球児である彼は、24才で歌手デビューを果たすが、芽が出ずに長い下積みを経験する。
しかし、北島三郎（通称オヤジ）に入門し、78年「北ものがたり」で再デビュー。そして「みち
のくひとり旅」（81年）が、念願の大ヒットを記録する。新宿での流しから始まり苦節10年、ま
さに叩き上げの演歌人生だ。

山本の出身は本州最南端・下関なのだが、「みちのく.」を筆頭に、「奥州路」「夢街道」と、も
ち歌には東北をテーマにしたものが多い。やはり暖かい南よりも自然の厳しさを感じさせる地方

を舞台にしたほうが、山本特有の切ない男心を噛みしめるような演歌には、ピッタシはまりやす

いのだろう。すがる女を振り切って、行かなきゃならない男の辛さ----。
＊つらい時代だからこそ笑顔でいたい、という譲二ワールド全開の心にしみ入る人生讃歌だ。

＊山本譲二の大全集。力強いヴォーカルも哀愁を交えた歌いまわしも、自由自在にこなしてしま

う彼の表現力が存分に味わえる。

＊明治維新の一翼を担った「高杉晋作」を歌った曲で、そのディテールの細かさや情景描写が美

しい。力強い山本のヴォーカルはもちろん安定感があり、歴史という史実である物語に負けない

説得力がある。大海原のようなスケールの大きさを感じさる。



華の平成名歌２００　第　　：ティーブレーク　東京大衆歌謡楽団

　日本のトラディショナル・ミュージックとして、世界的に認知されはじめた、演歌・歌謡曲系

の音楽。ようやく若い人たちの間でも、表敬の動きが出て来ているようだ。私は以前から、日本

の古い歌謡曲も最新のJポップも、源は同じと思っているので、こういう動向はとても嬉しい。有
力な活動者も、徐々に増えて来ている。（ネオ・ルネッサンス　参照のこと）さて、このグル

ープ。ユーチューブ等で５曲ばかり聴いてみた。なかなかの歌唱、と言っていい。特にボーカル

の浩太郎は、かの東海林太郎を彷彿とさせる、無表情で直立のイメージまで、わざとらしくなく

自然にコピーしている。半世紀以上も前の音楽を、現代という居場所から歌い直す。原曲に忠実

なのは無論だが、やはり今という息吹が吹き込まれていることが、何より重要であろう。そ

して、Wイメージとして、新しい解釈も、曲の基底（というか骨格）に反映させる。その点がすこ
し物足りないが、総合的に９０点以上を与えていいグループである。

　花積む野辺に日は落ちて　みんなで肩をくみながら　唄を---幼馴染の　あの友　この友　ああ
　誰か---
（収集プロフィール）

東京大衆歌謡楽団（２００９〜　）

２００９．１２「東京ラプソディ」など、四曲入りCD及びカセット発売。
メンバー

髙島孝太郎 唄 　　　　１９８３．８生 
髙島雄次郎 アコーデオン １９８５．４生
髙鳥玲 ウッドベース 　　１９７４．１生 
　主なカバー曲

青い山脈・緑の地平線・誰か故郷を想わざる・二人は若い・上海帰りのリル・流転 他 　
＊今、日本人として唄わなきゃいけない歌がここにある。日本人の心、昭和歌謡を歌い、浅草・

上野等での路上ライブで、年配の方々から絶賛されるトリオ。アコーディオンとウッドベースと

歌のみと言うシンプルさが、「あの頃」の郷愁を誘う。

＊昭和生まれの平成育ち、２４〜３０歳の男性三人からなるユニット。岡晴夫、藤山一郎、灰田

勝彦らの昭和の古き良き歌謡曲をウッド・ベースとアコーディオンでノスタルジックにカヴァー

している。独特の歌世界が楽しめる歌謡再発見。

東京ラプソディ (詞：門田ゆたか 曲：古賀政男） 　
森の小経 （詞：佐伯孝夫 曲：灰田晴彦） 　 
啼くな小鳩よ （詞：高橋鞠太郎 曲：飯田三郎） 　 
美しき天然　（インストゥルメンタル　曲：田中穂積） 　 



華の平成名歌２００　第　　：試練　ジェロ

　新曲「爪跡」が出た。なかなかの、佳曲である。さて「試練」は、現代の股旅物風の歌詞と、

スケールの大きなメロディーがよく合い、しばし「明日のわが身」を考えさせられる。あるテレ

ビ番組で、ジェロ自身が言っていたが「ぼくが、合羽を着て三度笠を持って歩いたら、コント

になってしまう」という言葉通り、ジェロの場合、橋幸夫や尾形大作（新宿旅烏・この曲も現代

の股旅物）のようにはいかないだろう。私の希望は、もちろん現代という状況のなかでの、恋や

野望、人生などを、股旅物風に唄ったもの。このエリアで、ジェロはいい曲を唄えるのではな

いか。

　（詞・山上路夫  曲・春畑道哉）
　風が吹く日暮れの道　どこまで行けばいいのか　風来の男ならば　待ってる宿も---生きる事は
試練か　負けちゃ今日を越えられぬ　明日もちがう試練が　俺のことを待っている---
(収集プロフィール）
ジェロ（JERO）は、アメリカ合衆国・ペンシルベニア州ピッツバーグ出身の日本の演歌歌手、
俳優。『史上初の黒人演歌歌手』として多数のメディアに取り上げられた。『演歌界の黒船』と

の異名をとる。

　略歴 
1981年アフリカ系アメリカ人の両親のもとに生まれ、1990年頃からペンシルベニア州のピッツバ
ーグで育つ。母方の祖母は横浜出身の日本人で、その影響から幼少の頃より演歌に親しんできた

。その祖母に対して演歌を披露するうちに、自らが演歌の虜になっていったという。

祖母が日本人で父親がアフリカ系アメリカ人で、母親はアメリカ人と日本人のため、ジェロ自身

は4分の3がアメリカ人で4分の1が日本人のクォーターである。
やがてピッツバーグ大学に進学し情報科学を専攻。在学中には関西外国語大学に3ヶ月間の留学を
した。この留学期間中に演歌歌手になることを決意したという。

ピッツバーグ大学を2003年に卒業したのちに再び日本の地を踏み、和歌山県で英会話学校の教職
、次いで大阪でコンピュータ技術者の仕事に就く。その傍ら、来日2ヵ月後に『NHKのど自慢』に
出場し合格するなど、日本各地のカラオケ大会に自ら応募したうえで出場し、演歌歌手を目指し

て独自に活動。2005年、坂本冬美の主催によるカラオケ大会で優勝した際、ビクター大阪のスカ
ウトの目に留まり、オーディションを東京・渋谷のカラオケボックスで受けて合格。審査員は「

礼儀正しく、何をリクエストしてもきれいに歌う」と評価している。その後2年間に及ぶ訓練を
経て、2008年にシングルの「海雪」でプロデビュー。デビュー日となった2月20日には、演歌歌手
としては前例の無い渋谷HMVでのイベントを行い、デビュー曲の「海雪」を披露して会場を沸か
せた。2008年6月には初のミニアルバムを発売。8月27日（日本時間28日）には母校ピッツバーグ
大学で無料凱旋ライブを行い、学生や地元住民など500人以上の聴衆がつめかけた。
2008年10月19日、今度はプロの歌手として『NHKのど自慢』にゲスト出演、さらに2008年12
月31日に行われた『第59回NHK紅白歌合戦』に初出場、実母も来日し会場で感涙した。ジェロは
デビュー当初から亡き祖母のために紅白歌合戦出場を強く望んでいた。



2009年に行われたワシントンD.C.でのサクラ祭りでは、凱旋コンサートを開催し演歌三曲を熱唱
した。

また、2008年12月30日にデビュー曲「海雪」で第50回日本レコード大賞の最優秀新人賞を受賞
した。

2009年8月22日、『第41回思い出のメロディー』で近江俊郎の湯の町エレジーを披露。
 様相 
演歌歌手という立場でありながらヒップホップ系ファッションを採り、その外見はラッパーのス

タイルに通じるものがある。プロモーションビデオもラップのバックダンサーを用いるなど、一

見しただけでは演歌のそれとは分からないものとなっており、MUSIC ON! TVなど一部の音楽
系CS局では演歌扱いされていない。
その容姿については『ウィル・スミス似のイケメン』などと表現され、その歌声については『一

聴では日本人のそれとしか思えない』、『甘い歌声』などの評価。

5年ほど、関西にいた事から時々関西弁を使う事もある。
デビュー曲となった『海雪』は、新潟県の出雲崎町を舞台とした楽曲で、発売当日だけでカセッ

トとあわせて8万3千枚を出荷し、オリコンのデイリーチャートにおいて初登場16位を記録、2日目
に6位をマークした。 舞台となった出雲崎町では、町民を対象に『海雪』のCDの購入の際に町か
ら補助費を出す法案を可決し、町ぐるみでジェロを応援した。

更に、冷え込みの著しいシングル市場にあって、その発売から5日間のうちに3万5千枚の売り上げ
を記録し、グループからのソロデビューを除く演歌/歌謡系歌手のソロデビュー曲としては史上初
のオリコン総合シングルランキング初登場10位入り（第4位）を獲得するなど、『突然の金字塔』
と言われるほどに数多の記録を更新。ヒップホップダンスも特技としており、『海雪』のダン

スバージョンの振り付けはジェロ本人が行った。

好きな日本語は「一期一会」と「ちんぷんかんぷん」、好きなアーティストは坂本冬美、五木ひ

ろし。好きな食べ物はホッケ。納豆も好き。わさびととろろは苦手だという。日本食は作れな

いが、無洗米を自炊している。理想のタイプの女性は女優の釈由美子、タレントでミス・ユニバ

ース2006年世界大会2位の知花くらら。NON STYLEの石田明と仲が良い。
 シングル   
1 海雪 2008年2月 演歌として異例のヒット。 
2 えいさ 2009 作詞は一青窈。いっしょに歌お!CBCラジオ2009年2月の歌。 
3 やんちゃ道 2009 『劇場版クレヨンしんちゃん オタケベ!カスカベ野生王国』主題歌。 
4 爪跡 2009  
 アルバム 
約束（2009） - 初のオリジナルアルバム。 
 ミニアルバム 
COVERS（2008） 
佳山明生の『氷雨』や二村定一、フランク永井が歌ってヒットした『君恋し』、五木ひろしの『

夜空』などをカバー。 



COVERS 2（2009） 
 配信限定  
試練（2008） - 『風来のシレンDS2』のイメージソング。アルバム『約束』にも収録されたが、
ミックスが異なる。 
 出演 
 映画 
鈍獣（2009年）明役 
クレヨンしんちゃん オタケベ!カスカベ野生王国（2009年）本人役
 CM 
風来のシレンDS2 砂漠の魔城（チュンソフト） - 自身の「試練」という曲をバックに、ゲームの
主人公の衣装（合羽と三度笠）を手に砂漠を歩いている。 
 2008年 
海雪 
第50回日本レコード大賞：最優秀新人賞 
第41回 日本有線大賞：最優秀新人賞    
＊褐色の肌を持ち、ヒップホップ・ダンスを踊りながら演歌を歌う男、ジェロ。81年9月アメリカ
・ピッツバーグ生まれ。父も母もアフリカ系アメリカ人だが、母方の祖母が日本人だったため幼

少から演歌を聴いて育つ。少年時代はアメリカ人として当たり前にR&Bやヒップホップを聴きダ
ンスにも熱中したが、やはり演歌を歌うことが一番だったという。名門ピッツバーグ大学を優秀

な成績で卒業、エンジニアとして将来を嘱望されていたが、演歌へのつのる思いを捨てきれず03
年に来日。NHK『のど自慢』など各地のカラオケ大会に応募し歌っていたところをスカウト
され、08年2月に「海雪」でメジャー・デビューを果たした。デビュー前から「黒人が演歌を歌っ
ている!」とマスコミで大きく取り上げられてはいたが、秋元康/宇崎竜童コンビが生み出した楽曲
の素晴らしさもあって「海雪」はスマッシュ・ヒット。日本人以上に控えめで努力家であり、祖

母をこよなく愛するまじめなキャラクターも愛される理由の一つ。初出場した同年の紅白歌合

戦で、母親を客席に呼び泣きながら「海雪」を歌い視聴者の涙を誘ったのは記憶に新しい。09年2
月には2ndアルバム『約束』をリリースし、ムード歌謡から本格的な演歌ナンバーまでより深みを
増した歌唱力を披露。

＊「爪跡」大人のムードたっぷりの哀しい恋の歌で、作曲を手がけたのはTUBEの春畑道哉。
デビュー・シングル「海雪」同様、幅広い世代のリスナーを魅了する一曲だ。

＊王道の演歌を彼は、オーセンティックな「日本の」ヴォーカル・スタイルで堂々と歌い上げて

いる。



華の平成名歌１００　第　：夜明けの風　ジェロ

　しばらく迷走していたが、ジェロは、ようやく新しい金鉱脈を見つけ出したようだ。今回の「

夜明けの風」は、ビジブルなサビがとてもいい。焦燥感を乗り急ぐような、基底のメロディーも

いい。氷川が停滞し、三山ひろしがイマイチな今、二人に肉迫できるチャンスといえる。この

曲は、歌詞を翻訳すれば、そのまま外国に輸出できる曲と思う。ぜひ、外国に向けての発信を考

えて欲しい。期は、熟して来ていると思う。

　（詞　TANUKICHI 　曲　平尾昌晃）
 ふるさとの花びら　見送るように舞い散る　忘れるため振り向かず　消せない日々忘れたい　一
人孤独抱いて---- 
（収集プロフィール）

ジェロ（JERO、Jerome Charles White, Jr.、1981年9月〜　）は、アメリカ合衆国・ペンシルベニ
ア州ピッツバーグ出身の、日本の歌手。

＊「史上初の黒人演歌歌手」として多数のメディアに取り上げられた。「演歌界の黒船」との異

名をとる。

　略歴 
1981年アフリカ系アメリカ人の両親のもとに生まれ、1990年頃からペンシルベニア州のピッツバ
ーグで育つ。母方の祖母は横浜出身の日本人で、その影響から幼少の頃より演歌に親しんできた

。その祖母に対して演歌を披露するうちに、自らが演歌の虜になっていったという。

父親がアフリカ系アメリカ人で、母親がアフリカ系アメリカ人と日本人（祖母が日本人）のハー

フであるため、ジェロ自身は4分の3がアフリカ系で4分の1が日本人のクォーター。
特定非営利活動法人エデュケーション・ガーディアンシップ・グループ主催の第3回高校生による
日本語スピーチコンテストに参加するために15歳になって初めて日本の地を踏む。スピーチタイ
トルは「ぼくのおばあちゃん」。ダンスチームの主将を務めた高校時代を経て、やがてピッツバ

ーグ大学に進学し情報科学を専攻。在学中には関西外国語大学に3ヶ月間の留学をした。この留学
期間中に演歌歌手になることを決意したという。

ピッツバーグ大学を2003年に卒業したのちに再び日本の地を踏み、和歌山県の英会話学校にて講
師として働き、次いで大阪でコンピュータ技術者の仕事に就く。その傍ら、来日2ヵ月後に『NHK
のど自慢』に出場し合格するなど、日本各地のカラオケ大会に自ら応募したうえで出場し、演歌

歌手を目指して独自に活動を続けた。そして2005年、坂本冬美の主催によるカラオケ大会で優勝
した際、ビクター大阪のスカウトの目に留まり、オーディションを東京・渋谷のカラオケボック

スで受けて合格。審査員は「礼儀正しく、何をリクエストしてもきれいに歌う」と評価している

。

その後2年間に及ぶ訓練を経て、2008年にシングルの『海雪』でプロデビュー。デビュー日となっ
た2月20日には、演歌歌手としては前例の無い渋谷HMVでのイベントを行い、デビュー曲を披露し
て会場を沸かせた。 2008年6月25日には初のミニアルバムを発売。8月27日（日本時間28日）に
は母校ピッツバーグ大学で無料凱旋ライブを行い、学生や地元住民など500人以上の聴衆がつめか



けた。

2008年10月19日、今度はプロの歌手として『NHKのど自慢』にゲスト出演、さらに2008年12
月31日に行われた『第59回NHK紅白歌合戦』に初出場、実母も来日し会場で感涙した。ジェロは
デビュー当初から亡き祖母のために紅白歌合戦出場を強く望んでいた。

2009年に行われたワシントンD.C.でのサクラ祭りでは、凱旋コンサートを開催し演歌三曲を熱唱
した。

また、2008年12月30日にデビュー曲「海雪」で第50回日本レコード大賞の最優秀新人賞を受賞
した。

2009年8月22日、『第41回思い出のメロディー』で近江俊郎の湯の町エレジーを披露。
2011年2月、米国のカリフォルニア大学バークレー校から「バークレー日本ニュー・ビジョン賞」
を授与されることが決まった。クリント・イーストウッド監督に続き２人目の栄誉。 
　演歌歌手という立場でありながらヒップホップ系ファッションを採り、その外見はラッパーの

スタイルに通じるものがある。プロモーションビデオもラップのバックダンサーを用いるなど、

一見しただけでは演歌のそれとは分からないものとなっている。

その容姿については「ウィル・スミス似のイケメン」などと表現され、その歌声については「一

聴では日本人のそれとしか思えない」、「甘い歌声」などの評価が寄せられている。

＊敬愛するR&Bシンガーはルーサー・ヴァンドロス、ジル・スコット、ヒップホップ・アーティ
ストは2パック。
＊好きな日本語は「一期一会」と「ちんぷんかんぷん」、好きなアーティストは坂本冬美、五木

ひろし。

 シングル  
1 海雪 　　2008年2月 演歌として異例のヒット 
2 えいさ 　2009年1月 作詞は一青窈。いっしょに歌お!CBCラジオ2009年2月の歌 
3 やんちゃ道 2009　 『劇場版クレヨンしんちゃん オタケベ!カスカベ野生王国』主題歌 
4 爪跡 　　　2009 　　作曲は春畑道哉 
5 嘘泣き 　2010  
6 ただ…涙 2011  
７夜明けの風  　(詞:平尾昌晃·TANUKICHI 曲:平尾昌晃 編曲:若草 恵)
　＊カップリング　山下雄三のカバー「荒野の果てに」(詞:山口あかり 曲:平尾昌晃)
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